
　府民の森ひよしをスタート・ゴール
とする第11回日吉ダムマラソン大会
が開催され、1,779人のランナーが新
緑あふれる日吉ダム湖畔で健脚を競
いました。当日は好天に恵まれた絶
好のマラソン日和となり、午前11時に
スタートしたランナーの力走に、市民
や観光客らから大きな声援が送られ
ていました。
　今大会には300を超える人のボラ
ンティアスタッフに、前日の会場設営
や当日の給水・監察などの大会運営、
後片付けに協力をいただいたほか、
明治国際医療大学の協力でランナー
のサポートも行われました。

▲フリーマーケットや和太鼓で盛り上がった大堰川さくら祭り（八木町）

▲新緑の府民の森を背に一斉にスタートするランナー

お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲マジックや朗読など、日ごろの活動を発表されました

▲８人の児童が入所しました

▲交通安全漫才を披露される中川巌さん（左）と平川きみさん（右）

　平成20年度の美山山村留学センタ
ー「四季の里」入所式が行われまし
た。旧美山町で平成10年から始まっ
た山村留学は、小学生が1年間親元を
離れ、留学センターや里親家庭で生
活しながら、地元の知井小学校で学
ぶものです。今年度は8人が入所さ
れ、遠くは神奈川県からも来られまし
た。式では子どもたちが「勉強と農作
業に頑張りたい」「自然の中でいっぱ
い遊びたい」と新たな生活への思いを
発表されました。

　4月6日から15日までの期間、全国春
の交通安全運動が実施されました。7日
には市域を管轄する南丹警察署で「春
の交通安全運動スタート式」が行われ、
自転車の安全利用の促進や同乗幼児の
ヘルメット着用の徹底、飲酒運転の根
絶などの啓発として市全域をパレード
しました。また、式では交通安全漫才と
して日吉町在住の中川巌さんと平川き
みさんによる「たこやき」と題した漫才
が披露されました。お二人の軽妙な掛
け合いに、会場は笑顔があふれていま
した。

　南丹市社会福祉協議会ボランティアバン
ク運営委員会が主催した第１回南丹市ボラ
ンティア交流会が市国際交流会館で行わ
れ、およそ140人が参加しました。交流会
では運営委員会委員長の田中正子さんが
「活動を行っている者同士の交流を深め
たい」とあいさつ。その後、旧町ごとに日ご
ろの活動を発表しました。続いて、華頂短
期大学社会福祉学科准教授の名賀亨さん
による講演では「ボランティアは“違い”を
大切にする活動。相手との“違い”を認め
合うことからはじまる」と話されました。
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　京都伝統工芸職人展「用の美の空間」
が4月1日から27日まで、美山町島の美山
かやぶき美術館で行われ、市内の工芸家や
京都伝統工芸大学校で学んだ工芸家な
ど、南丹地域にゆかりのある方々による作
品が並びました。展示されたのは、用途を
持つからこそ備わっている「用の美」(機能
美)のある陶器や竹・木工芸などおよそ30
点の作品です。開催期間中の土・日曜日に
は竹・木工芸の実演もあり、暮らしの中に
根付くものづくりの魅力があふれた展示
会でした。
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　八木町の大堰川緑地公園では4月5
日に「第15回大堰川さくら祭り」(八
木町観光協会主催)が行われました。
満開の桜並木の河川敷ではフリーマ
ーケットや親子太鼓・生バンドの演奏
など、多くの人でにぎわいました。
　また、美山町の大野ダムでは4月5
日から13日まで「第23回 京都･美山 
大野ダムさくら祭り」(同実行委員会
主催)が行われました。大野小学校児
童によるふるさと太鼓の演奏や桜の
ライトアップが行われたほか、12日に
は花火の打ち上げもあり、訪れた人
たちを楽しませました。
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▲満開の桜と花火が映える大野ダムさくら祭り（美山町）
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まちの話題を紹介します

▲若手職人による芸の実演や販売も行われました
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第11回　日吉ダムマラソン大会の記録（敬称略）

種　　　目 優　勝　者 タ　イ　ム

ハーフ
マラソン

10㌔
ロードレース

ファミリーレース（3.0㌔）

男

　子

女

　子

男　子

女　子

40歳未満 南部　恭一 1時間13分59秒

川辺　　敬 1時間19分31秒

松本　一之 1時間23分02秒

藤田　邦昭 1時間34分33秒

堀口真由美 1時間36分48秒

谷　　洋子 1時間46分52秒

十川　敏子 2時間12分02秒

橋本　猛志 34分07秒

中島　早苗 40分39秒

井田　湧希 10分03秒

40歳代

50歳代

60歳以上

40歳未満

50歳代

60歳以上

（21.0975㌔）


